
柳井です。私からは、我々が何を目指して企業経営をしているのか、また、

我々の現在の企業活動についてお話しいたします。



今、我々がめざしていることは、まず第１に、ユニクロを真のグローバルブランドにすること、

２番目に、我々ファーストリテイリンググループを、真のグローバル企業にすることです。

また、海外ユニクロ事業をグループ成長の柱にします。

さらに、国内ユニクロ事業の改革をします。

次に、第２の事業の柱、ジーユーのビジネスの拡大を続けます。

６番目に、傘下のブランド（セオリー、CDC、PTT、J Brand）をグローバルブランドにします。

７番目に、服のビジネスを通じて、世界中でより良い、より豊かな生活に貢献できる企業に

なりたいと思っています。



我々の今年の年始のモットーですが、“Global is local, Local is global”です。

これは、ユニクロを、真のグローバルブランドにするということで、これについて

詳しくお話したいと思います。
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まず第１に、海外ユニクロ事業のさらなる拡大ですが、今、グレーターチャイナ、韓国、

その他アジア諸国が成長を牽引しております。

さらに、米国は本格的なチェーン展開のステージへ入りました。欧州も業績が上向き、

安定成長へ転換いたしました。
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海外ユニクロ事業は、成長が加速し、この上期の売上高は前年同期比77.6％増、営業利益は

前年同期比75.1％増となりました。近い将来、海外のユニクロの売上は、国内ユニクロの売上

の数倍に達するようにしていきます。



ユニクロは、今グローバルで最も注目されるブランドになっております。

2013年9月に上海にグローバル旗艦店をオープンしました。

また、明日2014年4月11日に、ドイツに１号店をオープンします。ベルリンは東欧と西欧の

ちょうど中継点で、我々にとっては非常に重要な立地だと考えております。

さらに来週、4月16日にはメルボルンにオーストラリア１号店をオープンいたします。
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グレーターチャイナでは、店舗網を広げて参ります。2014年8月末にはグレーターチャイナの

店舗数は374店舗に達する見込みです。こちらのスライドの写真は、先月末にオープンした

広州の超大型店で、中国の南の市場の旗艦店になります。
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我々は、グレーターチャイナで年間80～100店舗を出店し、1,000店舗を目標にしております。

将来は3,000店舗出店したいと考えております。



次に、東南アジア・オセアニア地域ですが、このエリアでも出店を加速していきたいと

考えています。2014年８月末には、81店舗へ拡大する予定です。

先日も、インドネシアに４号店をオープンいたしました。
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次に米国ですが、米国では本格的なチェーン展開をスタートしました。

米国でNo.１ブランドになろうと思っております。

ラリー・マイヤーＣＥＯを中心とする国人による経営チームが確立し、2014年上期の赤字幅は

前年比で大幅に縮小しました。

2013年秋冬に出店した郊外モール店は、短期間に利益が出るビジネスになっております。

また、年間20～30店舗をオープンし、東海岸、西海岸それぞれに100店舗のチェーン店を

数年以内に築きたいと思います。ボストン、フィラデルフィア、ロサンゼルスにも

ドミナントを展開する予定です。
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この３月末に“SPRZ NY”ストアをＮＹに出店しました。これは、服とアートが出会う場所ということ

で、ＳＰＲＺとは、ニューヨークを驚かせようという意味です。

ユニクロの５番街店はMoMAに近く、去年からMoMAで“Free Friday Night”（金曜日の夕方

４時から全館無料)のスポンサーを日本企業として初めて行っています。その縁を通じ、

アンディ･ウォーホル、バスキア、キース・へリングといった現代美術の巨匠と同時に、

現代美術の新進気鋭の作家、あるいはMoMAとのコラボレーションをニューヨークから

発信したいと考えています。

ユニクロの５番街店には、スターバックスコーヒーが出店し、ユニクロとスターバックスとの

初のコラボレーションが実現しました。コーヒーを飲みながら“ＳＰＲＺ ＮＹ”のアートを楽しんでい

ただけるようになっています。
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こちらのスライドは５番街店の写真です。
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５番街店の中にあるスターバックスコーヒーですが、こういった広々とした空間と、

ラウンド型のテーブルがあり、そこでコーヒーを楽しみながら、服を選んでいただき、

買ってもらうというコンセプトです。ＮＹでは非常に好評を得ております。
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次に、欧州ユニクロ事業ですが、こちらも上期は増収増益を達成しました。

４月25日にはパリのファッション発信地、マレ地区に、ユニクロのマレ店を出店する予定です。

この店は、元々工場の跡地で歴史的な建造物で、それを利用して店舗にしています。

素晴らしい店ですので、是非、パリに行かれましたら、ご覧いただきたいと思います。

フランスパリではファッションアイコンでありますイネス・ド・ラ・フレサンジュさんとのコラボ

商品を発表し、大好評を得ております。イネスさんは、元々シャネルでラガーフェルドと一緒に

一時代を築いたファッションモデルであり、デザイナーです。
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次に、ユニクロの国内事業ですが、ユニクロの国内事業を改革するために、

すべてを180度変えようと思います。
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日本の国内では時代が変わり、先行きが不安で、人々が安定した生活を求めるようになったと思い

ます。働き方も多様性を帯び、日常生活で成長する人生を求めるようになったと思います。

こういった環境の中で、最高の人材を採用し、育成し、長期間働ける環境を整え、その結果、

少数精鋭の組織が実現し、個店の水準が上げたいと思います。
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これまでの国内ユニクロ事業は、チェーンストアとしてブランディングをおこなって参りましたが、

これからは、個店経営を強くして、地域・個店でのブランディングをおこない、地域密着型の

店舗経営をめざしていきたいと思います。

“地域正社員”を登用し、売場スタッフと店長が、ブランドをつくる。そういった経営に、

大きく転換していきたいと思います。
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“地域正社員”は、パート・アルバイトで仕事をしていただいている優秀な従業員の方の社内登用、

新卒の採用、中途採用などを通じ、“地域正社員”を広く募集します。そして、”地域正社員“を中心

とした店舗オペレーションにすることで、地域に密着した、経験豊富、優秀な人材の組織にしていき

ます。

我々がやろうとしている“地域正社員”は、多分日本で初めての制度です。例えば、１日４時間の

短時間でも、その人に本当に能力があって、店舗や本部にとって役立つのであれば、地域正社員

として採用したいと思っています。

私の失敗としては、「店長を主役にする」ということを言ってきたことです。店長を主役にすると、店長

を中心とした上意下達の組織風土になるということです。店長の上に本部のスーパー

バイザー、ブロックリーダーがあり、その上に営業部長があり、その上に経営者があるということ

です。そういった経営から、地域で働いている正社員が主役になって、チームのように有機的につな

がって経営していくように転換したいと考えています。
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こちらのスライドは、これは先ほど岡崎ＣＦＯがお話しました我々の業績の数値です。



まず、2014年度は３期連続の増収増益（営業利益）を達成する見込みです。

海外ユニクロ事業の収益拡大が続いております。アジア地区で大量出店をしており、

グレーターチャイナをはじめ、韓国、その他アジア、またそれに、オーストラリアが加わって、

収益が拡大しています。米国事業では、チェーン展開が軌道に乗り始め、赤字幅が大幅に縮小

する見込みです。欧州事業も拠点を拡大しています。今回はベルリンに出店する

予定です。全世界で拡大し、日本のＤＮＡを持った社員が、応援、指導に入りながら、

各地で経営者のチームをそれぞれ作っていきたいと考えています。

国内ユニクロ事業は新たなステージへ向かっており、“地域正社員”を拡大し、個店経営を

強化して参ります。

ジーユーは引き続き増収増益を続ける見込みです。順調な出店で事業が拡大し、

上海へ１号店をオープンしました。さらに海外進出を拡大していく予定です。



我々はCSR活動をビジネス活動と同様に車の両輪だと考えております。服のビジネスを通じて、

世界中で社会に貢献する企業になりたい。それは、企業の精神そのものを買っていただき、

企業として永続的に支持される、そういう企業になりたいと思っています。

主なCSR活動は、Clothes for Smiles プロジェクト、ユニクロの復興応援プロジェクト、全商品リサイク

ル活動などがあります。その他、障がい者を1店舗1名以上採用し、障がい者も健常者と同じように

働けるような、障がい者雇用に力を入れています。さらに工場における労働環境モニタリングと環境

保全活動を強力に推進しております。

右側の写真の1番上は、気仙沼の仮店舗で、震災直後から営業開始しています。2013年11月29日に

通常店舗として再オープンしました。このほか、釜石店が3月14日に、南相馬市原町店も3月9日に

通常店として再オープンしました。このように被災地に対して、我々ができる最大のことは服の

ビジネスを通じて、雇用の機会と、服の店舗を提供することです。被災地の方にユニクロの店を

通じ、服を買う喜びや店のスタッフと会話する楽しみを提供していると思います。



最近の主なCSR活動ですが、2013年9月には200万人を超えるシリア難民への緊急支援を実施いた

しました。また、フィリピンの台風30号の深刻な被害に対し、下着類などの衣料と、UNICEFを通じて

1,000万円を寄付いたしました。また、グラミンユニクロの７号店を出店するなどソーシャルビジネスは

順調に拡大を続けております。Clothes for Smilesのプロジェクトでは“お買物体験プロジェクト”を

実施し、難民センターで暮らすセルビアの子供たちに、ユニクロの特設店舗で、お買物を体験して

いただき、服を選び、着ることの喜びを伝えました。



最後に、我々ファーストリテイリンググループは、服を変え、常識を変え、世界を変えていきたいと

思っております。

以上でございます。

ありがとうございました。


